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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＬＥＤ光源を用いて少なくとも２色の照明光を同時に照射可能な屋外用照明器具におい
て、
　一の側面に開口部が形成された断面略コ字状に形成され、前記開口部の内部空間に面し
て対向する内側面に、前記開口部の縁部近傍位置に突出され前記一の側面と平行となるよ
うに長手方向に連続して延出される第一被係合部と、前記第一被係合部よりも内部側位置
に突出され前記一の側面及び第一被係合部と平行となるように長手方向に連続して延出さ
れる第二被係合部と、が設けられる長尺状の灯具本体と、
　薄板状の水平部と、前記水平部の短手方向縁部より水平方向に突出され長手方向に連続
して延出される第一係合部と、前記水平部の短手方向縁部より鉛直方向に突出された片部
の端部に前記水平部及び第一係合部と平行となるように長手方向に連続して延出される第
二係合部と、が設けられる長尺状の支持部材と、
　前記支持部材の表面に前記灯具本体の長手方向に沿って配列される白色ＬＥＤと該白色
ＬＥＤに連続して配列される青色ＬＥＤとが設けられる光源部と、
　前記光源部を覆う領域に配設される外部カバーと、を具備してなり、
　前記支持部材は、前記灯具本体の内部空間内に前記片部及び第二係合部が収容された状
態で前記水平部及び第一係合部にて前記開口部を塞ぐようにして、前記第一係合部が前記
開口部の外側方向から第一被係合部に係合され、前記第二係合部が前記開口部の内側方向
から前記第二被係合部に係合されて、前記灯具本体に取り付けられることを特徴とする屋
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外用照明器具。
【請求項２】
　隣接する白色ＬＥＤと青色ＬＥＤとの境界に、隣接する白色ＬＥＤ及び青色ＬＥＤに対
向する反射面を有する反射部材を具備してなる請求項１に記載の屋外用照明器具。
【請求項３】
　前記光源部は、前記白色ＬＥＤが前記灯具本体の長手方向に沿って配列され、前記青色
ＬＥＤが前記白色ＬＥＤに連続して前記灯具本体の自由端部側位置に配列される請求項１
又は請求項２に記載の屋外用照明器具。
【請求項４】
　前記灯具本体は、側面に長手方向に沿って外部カバー取付用の溝部が形成され、前記外
部カバーは、該溝部に短手方向縁部が係合されて取り付けられる請求項１乃至請求項３の
いずれか一項に記載の屋外用照明器具。
【請求項５】
　少なくとも前記光源部の照射光の照射領域に配設され、前記光源部より照射された照射
光を拡散させる拡散カバーを具備してなる請求項１乃至請求項４のいずれか一項に記載の
屋外用照明器具。
【請求項６】
　前記拡散カバーは、前記光源部を覆う凸状の湾曲部と、前記湾曲部の短手方向縁部より
水平方向に延出される水平部とが設けられる請求項５に記載の屋外用照明器具。
【請求項７】
　前記灯具本体は、側面に長手方向に沿って拡散カバー取付用の溝部が形成され、前記拡
散カバーは、該溝部に短手方向縁部がねじ部材により螺合されて取り付けられる請求項５
又は請求項６に記載の屋外用照明器具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、屋外用照明器具の技術に関し、より詳細には、ＬＥＤ光源を用いて少なくと
も２色の照明光を同時に照射可能な屋外用照明器具の技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　市街地の道路・交差点・駐車場・公園などには、街路灯や防犯灯などの屋外用照明器具
が配置されている。従来、屋外用照明器具の光源用ランプとしては、白熱電球や水銀灯や
蛍光灯などが用いられてきたが、近年では、白熱電球等に替わる光源としてＬＥＤ（Ｌｉ
ｇｈｔ　Ｅｍｉｔｔｉｎｇ　Ｄｉｏｄｏ）を用いた屋外用照明器具が提案されている。
【０００３】
　また、近年では、安全・安心な街づくりのための環境設計が見直されており、中でも、
屋外用照明器具に関して、地域内の屋外用照明器具を「青色」の照明が可能なものに組替
えることで、当該地域での犯罪抑止（若しくは防止）を図り、住民のＱＯＬ（Ｑｕａｌｉ
ｔｙ　Ｏｆ　Ｌｉｆｅ）の向上を導くことを目的とした取り組みが注目されている。かか
る屋外用照明器具を地域内に配置することで、犯罪抑止等が期待できる理由としては、（
１）元来、青色には、人間の副交感神経に作用することによる鎮静効果と、普遍的嗜好性
から心理的に冷静にさせる効果があること、（２）青色は、赤色やオレンジ色に比べて「
プルキンエ効果」により夜間の視認性が向上するため、犯罪者等において「人目を避けた
い」とする心理が働くこと等が考えられている。
【０００４】
　かかる観点から、従来、歩行者や走行車両用に歩車道の地表面を照らす照明部として白
色ＬＥＤを設けるとともに、灯具本体やその周辺を「青色」に照らす犯罪抑止用の照明部
として青色ＬＥＤを設けて、白色と青色の２色の照明光を同時に照射可能とした屋外用照
明器具の構成が提案されているところである（特許文献１乃至特許文献３参照）。
【０００５】
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　特許文献１乃至特許文献３に開示される屋外用照明器具は、灯具本体の垂直下方に向け
て白色の照明光を照射する第一照明部と、灯具本体の垂直下方よりも外側に向けて青色の
照明光を照射する第二照明部とを備え、灯具本体の垂直下方位置を白色に照明するととも
に、灯具本体及び／又はその近傍位置を青色に照明するように構成されている。このよう
な構成とすることで、灯具本体の垂直下方が白色に明るく照らされることで灯具本体の下
方を通過する歩行者や走行車両の円滑な通行を可能とするとともに、灯具本体及び／又は
その近傍位置が遠方からは「青色」に視認されることで犯罪抑止の効果が期待できる。
【０００６】
　特に、特許文献３では、照明用ＬＥＤ（白色ＬＥＤ）及び視認用ＬＥＤ（青色ＬＥＤ）
が設けられるとともに、視認用ＬＥＤが照射した光を側方に向けて反射させる反射面を有
する隔壁を設けた屋外用照明器具が開示されている。かかる構成とすることで、白色ＬＥ
Ｄ及び青色ＬＥＤより照射される照射光が混在し、白色ＬＥＤによる照明と青色ＬＥＤに
よる照明との境界が不明瞭になって、「青色」の照明に対する視認性が低減してしまうの
を防止することができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特許第４２１０７０７号公報
【特許文献２】特許第４２２６６３１号公報
【特許文献３】特開２００９－１６１８０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　ところで、ＬＥＤ光源を用いる照明器具では、ＬＥＤに電力を供給可能なＬＥＤ基板（
配線基板）上にＬＥＤが配列された状態で、ＬＥＤ基板が直接又は支持部材を介して灯具
本体に取り付けられる。しかしながら、防犯灯のように、長手方向の端部が固定される長
尺状の灯具本体を有する構成では、ＬＥＤ基板や支持部材においても同様に長尺状に形成
されるため、かかるＬＥＤ基板や支持部材若しくは灯具本体自体に反りやねじれが生じ、
目的とする光学設計に基づいてＬＥＤを灯具本体の長手方向に沿って規則正しく配列させ
ることができないという課題があった。
【０００９】
　すなわち、ＬＥＤが配列されるＬＥＤ基板や支持部材等において反りやねじれが生じる
と、ＬＥＤの有する指向性のために、ＬＥＤからの光の照射方向が変化して配光のバラつ
きが生じる。特に、上述したように白色と青色の２色の照明光を同時に照射可能な屋外用
照明器具においては、白色ＬＥＤや青色ＬＥＤからの光の照射方向が変化して配光のバラ
つきが生じると、「青色」の照明に対する視認性が低減して青色ＬＥＤによる照明効果が
発揮されないといった課題があった。
【００１０】
　そこで、本発明では、屋外用照明器具に関し、前記従来の課題を解決するもので、ＬＥ
Ｄを灯具本体の長手方向に沿って規則正しく配列させて配光のバラつきを防止し、「青色
」の照明に対する視認性を向上させた屋外用照明器具を提案するものである。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明の解決しようとする課題は以上の如くであり、次にこの課題を解決するための手
段を説明する。
【００１２】
　すなわち、請求項１においては、ＬＥＤ光源を用いて少なくとも２色の照明光を同時に
照射可能な屋外用照明器具において、一の側面に開口部が形成された断面略コ字状に形成
され、前記開口部の内部空間に面して対向する内側面に、前記開口部の縁部近傍位置に突
出され前記一の側面と平行となるように長手方向に連続して延出される第一被係合部と、
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前記第一被係合部よりも内部側位置に突出され前記一の側面及び第一被係合部と平行とな
るように長手方向に連続して延出される第二被係合部と、が設けられる長尺状の灯具本体
と、薄板状の水平部と、前記水平部の短手方向縁部より水平方向に突出され長手方向に連
続して延出される第一係合部と、前記水平部の短手方向縁部より鉛直方向に突出された片
部の端部に前記水平部及び第一係合部と平行となるように長手方向に連続して延出される
第二係合部と、が設けられる長尺状の支持部材と、前記支持部材の表面に前記灯具本体の
長手方向に沿って配列される白色ＬＥＤと該白色ＬＥＤに連続して配列される青色ＬＥＤ
とが設けられる光源部と、前記光源部を覆う領域に配設される外部カバーと、を具備して
なり、前記支持部材は、前記灯具本体の内部空間内に前記片部及び第二係合部が収容され
た状態で前記水平部及び第一係合部にて前記開口部を塞ぐようにして、前記第一係合部が
前記開口部の外側方向から第一被係合部に係合され、前記第二係合部が前記開口部の内側
方向から前記第二被係合部に係合されて、前記灯具本体に取り付けられるものである。
【００１４】
　請求項２においては、隣接する白色ＬＥＤと青色ＬＥＤとの境界に、隣接する白色ＬＥ
Ｄ及び青色ＬＥＤに対向する反射面を有する反射部材を具備してなるものである。
【００１５】
　請求項３においては、前記光源部は、前記白色ＬＥＤが前記灯具本体の長手方向に沿っ
て配列され、前記青色ＬＥＤが前記白色ＬＥＤに連続して前記灯具本体の自由端部側位置
に配列されるものである。
【００１６】
　請求項４においては、前記灯具本体は、側面に長手方向に沿って外部カバー取付用の溝
部が形成され、前記外部カバーは、該溝部に短手方向縁部が係合されて取り付けられるも
のである。
【００１７】
　請求項５においては、少なくとも前記光源部の照射光の照射領域に配設され、前記光源
部より照射された照射光を拡散させる拡散カバーを具備してなるものである。
【００１８】
　請求項６においては、前記拡散カバーは、前記光源部を覆う凸状の湾曲部と、前記湾曲
部の短手方向縁部より水平方向に延出される水平部とが設けられるものである。
【００１９】
　請求項７においては、前記灯具本体は、側面に長手方向に沿って拡散カバー取付用の溝
部が形成され、前記拡散カバーは、該溝部に短手方向縁部がねじ部材により螺合されて取
り付けられるものである。
【発明の効果】
【００２０】
　本発明の効果として、ＬＥＤを灯具本体の長手方向に沿って規則正しく配列させて配光
のバラつきを防止し、「青色」の照明に対する視認性を向上させることができる。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】本発明の一実施例に係る防犯灯の全体的な構成を示した側面図。
【図２】防犯灯の一部断面側面図。
【図３】防犯灯の一部断面平面図。
【図４】図３のＡ－Ａ矢視断面図。
【図５】防犯灯の長手方向断面図。
【図６】反射部材の構成を示した斜視図。
【図７】灯具本体に対する支持部材、拡散カバー及び外部カバーの取付方法を示した断面
図。
【発明を実施するための形態】
【００２２】
　次に、発明を実施するための形態を説明する。
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【００２３】
　図１乃至図４に示すように、本実施例の屋外用照明器具は、支柱１０に一端が固定され
た状態で設置される灯具本体１１に、ＬＥＤ光源として複数の白色ＬＥＤ１３ａ及び青色
ＬＥＤ１３ｂが配設され、少なくとも２色の照明光を同時に照射可能な防犯灯１として構
成されている。具体的には、本実施例の防犯灯１は、長手方向の端部が固定される長尺状
の灯具本体１１と、灯具本体１１の側面１１ａに短手方向縁部（係合部１２ｂ・１２ｃ）
が長手方向に沿って係合されて取り付けられる長尺状の支持部材１２と、灯具本体１１の
長手方向に沿って配列される白色ＬＥＤ１３ａと青色ＬＥＤ１３ｂとが設けられる光源部
１３と、少なくとも光源部１３の照射光の照射領域に配設される拡散カバー１４と、光源
部１３及び拡散カバー１４を覆う領域に配設される外部カバー１５等とで構成されている
。
【００２４】
　支柱部１０は、電柱やステンレス鋼製の直立形の柱であって、その中途部に灯具本体１
１が取り付けられる。支柱部１０は、車道や歩道における路肩近傍位置に、灯具本体１１
を突出させた姿勢で立設される。
【００２５】
　灯具本体１１は、アルミダイキャスト製の長尺状の筐体として構成されており、一の側
面１１ａに開口部１６が形成された断面略コ字状に形成されている。灯具本体１１は、側
面１１ａが平面視矩形の水平面状に形成されており、側面１１ａの短手方向中央部に長手
方向に沿って開口部１６が開口されている。灯具本体１１の側面１１ａに支持部材１２が
取り付けられることで、灯具本体１１の長手方向に沿って白色ＬＥＤ１３ａ及び青色ＬＥ
Ｄ１３ｂが配列される。また、灯具本体１１の側面１１ａには、後述する拡散カバー１４
及び外部カバー１５が取り付けられる。
【００２６】
　灯具本体１１は、開口部１６を介して外部空間に開放された内部空間が形成されており
、この内部空間に後述する電源装置２９及び点灯装置３０が収納される。灯具本体１１の
内部空間は、開口部１６に支持部材１２が取り付けられ、灯具本体１１の長手方向の両端
面に閉止部材１７・１８が着脱可能に取り付けられることで封止され、外部空間と遮断さ
れる。このように本実施例の防犯灯１では、支持部材１２等により封止された灯具本体１
１の内部空間に電源装置２９及び点灯装置３０が収容されるため、例えば、メンテナンス
作業などの際に拡散カバー１４や外部カバー１５が取り外されても、電源装置２９及び点
灯装置３０が外部空間に露出されることがない。
【００２７】
　灯具本体１１において、開口部１６に面する内側面１１ｂには、長手方向に沿って被係
合部１９・２０が延設されており、被係合部１９・２０が、後述する支持部材１２の係合
部１２ｂ・１２ｃと係合される。被係合部１９は、内側面１１ｂにおいて開口部１６の縁
部近傍位置に形成され、灯具本体１１の内部方向に向けて突出され、側面１１ａに対して
平行に灯具本体１１の長手方向に連続して延出される。被係合部２０は、内側面１１ｂに
おいて被係合部１９よりも灯具本体１１の内部側位置に形成され、同じく灯具本体１１の
内部方向に向けて突出され、側面１１ａ及び被係合部１９に対して平行に灯具本体１１の
長手方向に連続して延出される。
【００２８】
　また、本実施例の灯具本体１１の側面１１ａ及び側面１１ｃには、長手方向に沿って複
数の溝部２１・２２・２３が形成されている。具体的には、灯具本体１１の側面１１ａに
は、長手方向に沿って拡散カバー取付用の溝部２１・２１が形成されている。溝部２１は
、側面１１ａの開口部１６を挟んで対向する位置に凹設され、それぞれが平行となるよう
に長手方向に連続して延出されている。溝部２１には、後述する拡散カバー１４の短手方
向縁部（水平部１４ｂ）を介してねじ部材２４が所定位置に螺合される。
【００２９】
　灯具本体１１の側面１１ａと連続した対向位置にある側面１１ｃには、長手方向に沿っ
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て外部カバー取付用の溝部２２・２２と、同じく長手方向に沿って固定部材取付用の溝部
２３・２３がそれぞれ形成されている。溝部２２は、側面１１ｃにおいて側面１１ａの縁
部近傍位置に凹設され、それぞれが対向する側面１１ｃと平行となるように長手方向に連
続して延出される。溝部２２には、後述する外部カバー１５の短手方向縁部（係合部１５
ａ）が係合される。また、溝部２３は、側面１１ｃにおいて溝部２２よりも側面１１ａの
縁部遠方位置に凹設され、それぞれが対向する側面１１ｃにて平行となるように長手方向
に連続して延出される。溝部２３には、後述する固定部材２６を介してねじ部材２５が所
定位置に螺合される。
【００３０】
　灯具本体１１は、長手方向の一の端部（固定端部）に支柱１０へ固定するための固定部
材２６が取り付けられている。固定部材２６は、アルミダイキャスト等の金属素材より形
成され、相互に対向する一対の片部２６ａ・２６ａが形成されており、灯具本体１１の側
面１１ｃの溝部２３に片部２６ａ・２６ａが当接された状態で、溝部２３にねじ部材２５
が螺合されることで、灯具本体１１に取り付けられる。
【００３１】
　本実施例の防犯灯１は、支柱１０の取付金具２７に固定部材２６が取り付けられること
で、支柱１０の地表面から所定距離だけ離間した所定位置に灯具本体１１が支持固定され
る。かかる状態で、灯具本体１１は、開口部１６を下向きにして長手方向の他方の端部（
自由端部）をやや上方に向けた姿勢で固定される（図１参照）。
【００３２】
　支持部材１２は、灯具本体１１の側面１１ａに取り付けられる長尺状の部材であって、
表面に光源部１３が配設される薄板状の水平部１２ａと、水平部１２ａの短手方向縁部に
沿って形成される係合部１２ｂ・１２ｃ等とで構成されている。水平部１２ａは、水平面
状の表面に光源部１３が配設され、長手方向に沿って白色ＬＥＤ１３ａ及び青色ＬＥＤ１
３ｂが所定の配列となるように固定される。
【００３３】
　係合部１２ｂ・１２ｃは、上述した灯具本体１１に形成される被係合部１９・２０とそ
れぞれが係合可能に形成されており、具体的には、係合部１２ｂは、水平部１２ａの短手
方向縁部より水平方向に突出され、水平部１２ａの長手方向に連続して延出されている。
係合部１２ｃは、水平部１２ａの短手方向縁部より裏面（光源部１３が配設される面とは
反対側の面）に鉛直方向に突出された片部１２ｄの端部に、水平部１２ａ及び係合部１２
ｂと平行となるように形成され、水平部１２ａの長手方向に連続して延出されている。
【００３４】
　本実施例の支持部材１２は、灯具本体１１の内部空間内に係合部１２ｃ及び片部１２ｄ
が収容された状態で、水平部１２ａ及び係合部１２ｂにより開口部１６を塞ぐようにして
、灯具本体１１に取り付けられる。かかる状態では、支持部材１２は、係合部１２ｂが灯
具本体１１の被係合部１９に開口部１６の外側方向から係合されるとともに、係合部１２
ｃが灯具本体１１の被係合部２０に開口部１６の内側方向から係合される。また、水平部
１２ａ及び係合部１２ｂにより、灯具本体１１の側面１１ａに面一の水平面が形成される
（図４参照）。
【００３５】
　光源部１３は、支持部材１２（の水平部１２ａ）の表面に配設され、灯具本体１１の長
手方向に沿って配列される白色ＬＥＤ１３ａと、白色ＬＥＤ１３ａに連続して配列される
青色ＬＥＤ１３ｂ等とが設けられている。光源部１３は、支柱１０に灯具本体１１が固定
された状態で、灯具本体１１の下方に向けて白色系の照明光を照射するとともに、灯具本
体１１の自由端部側位置にて周囲に青色系の照明光を照射する光源として作用する（図１
参照）。
【００３６】
　なお、ここでいう「白色系」とは純白色から淡灰色までの色調を含む色のことをいい、
また、「青色系」とは純色の青色の他に、藍色や青紫色等を含む色のことをいう。



(7) JP 5568203 B2 2014.8.6

10

20

30

40

50

【００３７】
　白色ＬＥＤ１３ａは、長板状に形成された周知の配線基板としてのＬＥＤ基板１３ｃに
固定され、ＬＥＤ基板１３ｃの同一平面上に所定のピッチとなるように略等間隔に直列に
配設される。ＬＥＤ基板１３ｃには、白色ＬＥＤ１３ａの接続端子と電気的に接続される
取付孔（図略）が所定の配列で設けられており、この取付孔の所定位置に白色ＬＥＤ１３
ａが所定位置にはんだ等によって装着される。
【００３８】
　青色ＬＥＤ１３ｂは、長板状に形成された周知の配線基板としてのＬＥＤ基板１３ｄに
固定され、ＬＥＤ基板１３ｄの同一平面上に所定のピッチとなるように略等間隔に直列に
配設される。ＬＥＤ基板１３ｄには、青色ＬＥＤ１３ｂの接続端子と電気的に接続される
取付孔（図略）が所定の配列で設けられており、この取付孔の所定位置に青色ＬＥＤ１３
ｂがはんだ等によって装着される。
【００３９】
　白色ＬＥＤ１３ａ及び青色ＬＥＤ１３ｂは、それぞれＬＥＤ基板１３ｃ・１３ｄに装着
された状態で、ＬＥＤ基板１３ｃ・１３ｄが支持部材１２の表面にねじ部材２８により固
定される。本実施例の防犯灯１では、灯具本体１１の側面１１ａの短手方向の略中央部に
、複数（本実施例では１０個）の白色ＬＥＤ１３ａが長手方向に沿って直列に配列され、
複数（本実施例では４個）の青色ＬＥＤ１３ｂが白色ＬＥＤ１３ａに連続して灯具本体１
１の自由端部側位置に直列に配列される（図２及び図３参照）。
【００４０】
　白色ＬＥＤ１３ａ及び青色ＬＥＤ１３ｂには、ＬＥＤ基板１３ｃ・１３ｄを介してＬＥ
Ｄ用の電源装置２９により電力が供給される。電源装置２９は、別途設けられる点灯装置
３０に接続されており、点灯装置３０にて周囲が暗くなったことが検知されると、点灯装
置３０からの検知信号に基づいて、電源装置２９により自動的に白色ＬＥＤ１３ａ及び青
色ＬＥＤ１３ｂに電力が供給される。
【００４１】
　白色ＬＥＤ１３ａとしては、高輝度で発光特性に優れたＬＥＤが好ましく用いられる。
すなわち、後述するように、白色ＬＥＤ１３ａは、主に歩行者や走行車両用に地表面を照
らす道路照明としての光源であるため、高輝度のＬＥＤを用いることで、地表面での充分
な明るさ照度を確保することができる。一方、青色ＬＥＤ１３ｂは、主に犯罪抑止用の照
明としての光源であるため、汎用のＬＥＤであっても、十分に灯具本体１１の周辺を「青
色」に照らし出すことが可能である。
【００４２】
　なお、光源部１３における白色ＬＥＤ１３ａ、青色ＬＥＤ１３ｂ、ＬＥＤ基板１３ｃ・
１３ｄ及び電源装置２９等は、シリコーン樹脂等によりコーティングされており、防水性
を保持するように構成されている。
【００４３】
　図４乃至図６に示すように、本実施例の防犯灯１は、隣接する白色ＬＥＤ１３ａと青色
ＬＥＤ１３ｂとの境界に、隣接する白色ＬＥＤ１３ａ及び青色ＬＥＤ１３ｂに対向する反
射面３１ａを有する反射部材３１が設けられている。反射部材３１は、アルミダイキャス
ト製等の平面視薄板状に形成され、その表裏面に反射面３１ａが形成されている。
【００４４】
　反射面３１ａは、白色ＬＥＤ１３ａ及び青色ＬＥＤ１３ｂにより照射された照射光のう
ち、対向する他方の白色ＬＥＤ１３ａ及び青色ＬＥＤ１３ｂ側に向かう光を、それとは逆
の方向に反射させるように形成される。本実施例の反射部材３１は、反射面３１ａが、隣
接する白色ＬＥＤ１３ａ及び青色ＬＥＤ１３ｂに対向する水平面であって、灯具本体１１
の側面１１ａと反射面３１ａとのなす角が略直角となるように形成されている。
【００４５】
　反射部材３１は、灯具本体１１の短手方向に沿って光源部１３のＬＥＤ基板１３ｃ上に
配設され、隣接する白色ＬＥＤ１３ａと青色ＬＥＤ１３ｂとの境界に配設される。好まし
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くは、隣接する白色ＬＥＤ１３ａと青色ＬＥＤ１３ｂとの中間位置よりも、白色ＬＥＤ１
３ａ及び青色ＬＥＤ１３ｂのいずれか一方に近接する位置に配設され、本実施例では白色
ＬＥＤ１３ａに近接する位置に配設されている。
【００４６】
　また、反射部材３１は、ＬＥＤ基板１３ｃからの高さ方向長さが、各ＬＥＤ基板１３ｃ
・１３ｄに装着された白色ＬＥＤ１３ａ及び青色ＬＥＤ１３ｂの突出長さよりも大きくな
るように形成されている。ただし、反射部材３１の高さ方向長さは、灯具本体１１に取り
付けられる拡散カバー１４と接触しないように決定される。
【００４７】
　図２乃至図４に戻って、拡散カバー１４は、平面視略矩形に形成され、光源部１３の白
色ＬＥＤ１３ａ及び青色ＬＥＤ１３ｂより照射された照射光を垂直方向だけでなく斜め方
向から入射した光でも表面であらゆる方向に均一に放射することができるように形成され
る。具体的には、本実施例の拡散カバー１４は、光源部１３の白色ＬＥＤ１３ａ及び青色
ＬＥＤ１３ｂを覆う凸状の湾曲部１４ａと、湾曲部１４ａの短手方向縁部より水平方向に
延出される水平部１４ｂとが設けられている。
【００４８】
　拡散カバー１４は、通称「乳半」と呼ばれる乳白色タイプのアクリル樹脂や、透明色タ
イプのＰＥＴ樹脂やポリカーボネート樹脂などの素材を用いて形成される。特に、拡散カ
バー１４としては、全光線透過率が７０％～９０％であって、拡散率が２０％～５０％の
ものが好ましく用いられる。また、拡散カバー１４は、斜め方向から入射した光でも指向
性のない光として放射できるように少なくとも厚さが約３ｍｍとなるように形成される。
【００４９】
　拡散カバー１４は、灯具本体１１の側面１１ａにおいて、光源部１３の照射光の照射領
域、すなわち光源部１３の白色ＬＥＤ１３ａ及び青色ＬＥＤ１３ｂの直上および直上の周
囲を含む領域に湾曲部１４ａが位置するように配設され、灯具本体１１の側面１１ａに形
成された溝部２１に水平部１４ｂがねじ部材２４により螺合されることで取り付けられる
。このように配設されることで、光源部１３の白色ＬＥＤ１３ａ及び青色ＬＥＤ１３ｂよ
り照射された照射光は、拡散カバー１４の一部に輝度が偏らないように拡散されて外周方
向に向けて透過される。
【００５０】
　また、本実施例の拡散カバー１４は、灯具本体１１の側面１１ａに取り付けられた状態
では、灯具本体１１の側面１１ａ、水平部１２ａ及び係合部１２ｂに水平部１４ｂが当接
されている。そのため、支持部材１２の水平部１２ａ及び係合部１２ｂが水平部１４ｂに
より灯具本体１１の被係合部１９方向に押圧されて、支持部材１２が灯具本体１１に安定
して固定される。また、灯具本体１１の側面１１ａの表面が隙間なく拡散カバー１４によ
り覆われるため、拡散カバー１４を通過して拡散されない光が直接外部に照射されること
がなく、障害光による眩しさ（グレア）を低減させることができる。
【００５１】
　外部カバー１５は、透明なアクリル樹脂等の合成樹脂製の長尺状の筐体として、断面略
コ字状に形成されている。外部カバー１５は、短手方向縁部に長手方向に沿って灯具本体
１１に形成された溝部２２と係合可能な係合部１５ａが延設されており、灯具本体１１の
側面１１ａにおいて、光源部１３を覆う領域であって、側面１１ａに取り付けられた拡散
カバー１３を覆う領域に配設され、灯具本体１１の側面１１ａ形成された溝部２２に係合
部１５ａが係合されて取り付けられる。
【００５２】
　ここで、図７を参照しながら、灯具本体１１に対する支持部材１２、拡散カバー１４及
び外部カバー１５の取付方法について、以下に説明する。
【００５３】
　支持部材１２は、まず、予め表面に、白色ＬＥＤ１３ａが長手方向に沿って直列に配列
され、青色ＬＥＤ１３ｂが白色ＬＥＤ１３ａに連続して直列に配列される。そして、開口
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部１６が開口された状態の灯具本体１１に対して（図７（ａ））、係合部１２ｂを灯具本
体１１の被係合部１９に開口部１６の外側方向から係合させ、かつ係合部１２ｃを灯具本
体１１の被係合部２０に開口部１６の内側方向から係合させた状態で、灯具本体１１の一
方の長手方向端部側（自由端部側）から長手方向に摺動させて取り付けられる（図７（ｂ
））。なお、支持部材１２が取り付けられた状態では、青色ＬＥＤ１３ｂが灯具本体１１
の自由端部側位置に配列されている。
【００５４】
　拡散カバー１４は、支持部材１２が取り付けられた灯具本体１１に対して（図７（ｂ）
）、灯具本体１１の側面１１ａに水平部１４ｂを当接させて、光源部１３の照射光の照射
領域に湾曲部１４ａを配設させ、かかる状態で、灯具本体１１の溝部２１に水平部１４ｂ
がねじ部材２４により螺合されることで取り付けられる（図７（ｃ））。
【００５５】
　外部カバー１５は、支持部材１２及び外部カバー１４が取り付けられた灯具本体１１に
対して（図７（ｃ））、係合部１５ｂを灯具本体１１の溝部２２に係合させた状態で、灯
具本体１１の一方の長手方向端部側（自由端部側）から長手方向に摺動させて取り付けら
れる（図７（ｄ））。灯具本体１１に外部カバー１５が取り付けられると、灯具本体１１
の自由端部に閉止部材１８が取り付けられる。
【００５６】
　なお、灯具本体１１から支持部材１２、拡散カバー１４及び外部カバー１５を取り外す
際には、上述した取付方法とは逆の順序にて作業が行われる。
【００５７】
　次に、本実施例の防犯灯１の照明効果について、以下に説明する。
【００５８】
　本実施例の防犯灯１は、道路の歩道側に設置された支柱１０に取付けて使用される場合
には、灯具本体１１の開口部１６を下向きにして長手方向の他方の端部（自由端部）をや
や上方に向けた姿勢で、灯具本体１１の長手方向が道路の横断方向に沿って位置するよう
に支持される（図１参照）。かかる状態では、白色ＬＥＤ１３ａ及び青色ＬＥＤ１３ｂは
、光軸が灯具本体１１の下方に向けられるとともに、青色ＬＥＤ１３ｂは、光軸が白色Ｌ
ＥＤ１３ａの光軸と重ならないように自由端部側に位置されている。
【００５９】
　支柱１０に灯具本体１１が支持された状態で、白色ＬＥＤ１３ａ及び青色ＬＥＤ１３ｂ
が点灯されると、白色ＬＥＤ１３ａ及び青色ＬＥＤ１３ｂから照射された光（直接光）や
、ＬＥＤ基板１３ｃ・１３ｄ、支持部材１２及び反射部材３１の反射面３１ａ等にて反射
された光（間接光）などが拡散カバー１４より拡散されながら透過して放射される。そし
て、拡散カバー１４より拡散された光は、外部カバー１５を透過して照明光として灯具本
体１１の下方及び外周方向（道路の進行方向）に向けて照射される。
【００６０】
　本実施例では、白色ＬＥＤ１３ａにより灯具本体１１の下方に向けて白色の照明光が照
射されて、灯具本体の下方位置が白色に照明されるとともに、青色ＬＥＤ１３ｂにより灯
具本体１１の自由端部の周辺が青色に照明される。そのため、灯具本体１１の下方位置が
白色に明るく照らされることで灯具本体１１の下方を通過する歩行者や走行車両の円滑な
通行が可能となるとともに、灯具本体１１の自由端部の周辺が遠方からは「青色」に視認
されることで犯罪抑止の効果が期待できるのである。
【００６１】
　以上説明したように、本実施例の防犯灯１は、ＬＥＤ光源を用いて少なくとも２色の照
明光を同時に照射可能な屋外用照明器具において、長手方向の端部が固定される長尺状の
灯具本体１１と、灯具本体１１の一の側面１１ａに短手方向縁部が長手方向に沿って係合
されて取り付けられる長尺状の支持部材１２と、支持部材１２の表面に灯具本体１１の長
手方向に沿って配列される白色ＬＥＤ１３ａと白色ＬＥＤ１３ａに連続して配列される青
色ＬＥＤ１３ｂとが設けられる光源部１３と、光源部１３を覆う領域に配設される外部カ
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バー１５とを具備してなるため、白色ＬＥＤ１３ａ及び青色ＬＥＤ１３ｂを灯具本体１１
の長手方向に沿って規則正しく配列させて配光のバラつきを防止し、「青色」の照明に対
する視認性を向上させることができる。
【００６２】
　すなわち、本実施例の防犯灯１は、予め支持部材１２に白色ＬＥＤ１３ａ及び青色ＬＥ
Ｄ１３ｂを配列させ、かかる支持部材１２の短手方向縁部を支持部材１１の長手方向に沿
って係合させることで、支持部材１２を灯具本体１１に取り付ける構成であるため、灯具
本体１１及び支持部材１２の係合箇所の剛性が高められる結果、灯具本体１１又は支持部
材１２の反りやねじれが防止されて、目的とする光学設計に基づいて白色ＬＥＤ１３ａ及
び青色ＬＥＤ１３ｂを灯具本体１１の長手方向に沿って規則正しく配列させることが可能
となる。
【００６３】
　そして、本実施例のように、光源部１３に白色ＬＥＤ１３ａ及び青色ＬＥＤ１３ｂを用
いて、白色と青色の２色の照明光を同時に照射可能とした防犯灯１においては、白色ＬＥ
Ｄ１３ａ及び青色ＬＥＤ１３ｂを灯具本体１１の長手方向に沿って規則正しく配列させる
ことで、配光のバラつきを防止することができる。さらに、目的とする光学設計に基づい
て所望の配光を効率的に得ることが可能となるため、「青色」の照明に対する視認性を向
上させることができるのである。
【００６４】
　また、本実施例の防犯灯１は、灯具本体１１において、一の側面１１ａに形成される開
口部１６に面した内側面１１ｂに長手方向に沿って被係合部１９・２０が延設され、支持
部材１３は、短手方向縁部に被係合部１９・２０と係合可能な係合部１２ｂ・１２ｃが延
設されるため、灯具本体１１及び支持部材１２の係合箇所の剛性がより高められている。
【００６５】
　また、本実施例の防犯灯１は、隣接する白色ＬＥＤ１３ａと青色ＬＥＤ１３ｂとの境界
に、隣接する白色ＬＥＤ１３ａ及び青色ＬＥＤ１３ｂに対向する反射面３１ａを有する反
射部材３１を具備してなるため、隣接する白色ＬＥＤ１３ａと青色ＬＥＤ１３ｂとの境界
近辺にて、白色ＬＥＤ１３ａ又は青色ＬＥＤ１３ｂにより照射された照射光のうち、対向
する他方の白色ＬＥＤ１３ａ及び青色ＬＥＤ１３ｂ側に向かう光を低減できる。そのため
、光源部１３において、対向する他方の白色ＬＥＤ１３ａ及び青色ＬＥＤ１３ｂ側に向か
う光による照明光の混在を低減して、「青色」の照明に対する視認性を向上できる。
【００６６】
　特に、通常は、青色ＬＥＤ１３ｂよりも白色ＬＥＤ１３ａの方が高輝度のものが用いら
れることから、白色ＬＥＤ１３ａにより照射された照射光のうち、対向する他方の青色Ｌ
ＥＤ１３ｂ側に向かう光をそれとは逆の方向に反射させることで、青色ＬＥＤ１３ｂによ
る照明効果の低減を効果的に防止できる。また、白色ＬＥＤ１３ａ及び青色ＬＥＤ１３ｂ
から側方に漏れる光を反射させ光を有効に活用することができるので、一層広範囲の配光
をもった照明も可能となる。
【００６７】
　また、本実施例の防犯灯１は、少なくとも光源部１３の照射光の照射領域に配設され、
光源部１３より照射された照射光を拡散させる拡散カバー１４が設けられるため、広範囲
の配光をもった照明が可能となる。さらに、拡散カバー１４により白色ＬＥＤ１３ａと青
色ＬＥＤ１３ｂより照射された光を拡散して平均化することで、眩しさ（グレア）を軽減
させることができ、屋外の空間照明を良好にし、かつ光源部１３をのぞき見た場合であっ
ても眩しさを低減させることができる。
【００６８】
　また、本実施例の防犯灯１では、灯具本体１１にて側面１１ａに長手方向に沿って拡散
カバー取付用の溝部２１が形成され、拡散カバー１４は、溝部２１に短手方向縁部がねじ
部材２４により螺合されて取り付けられ、また、灯具本体１１にて側面１１ａに長手方向
に沿って外部カバー取付用の溝部２２が形成され、外部カバー１５は、溝部２２に短手方
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向縁部が係合されて取り付けられるように構成されるため、灯具本体１１自体の剛性がよ
り高められ、灯具本体１１の反りやねじれを防止できる。
【００６９】
　なお、屋外用照明器具の構成としては、上述した実施例に限定されず、本発明の目的を
逸脱しない限りにおいて種々の変更が可能である。
【００７０】
　すなわち、上述した実施例では、支持部材１２の係合部１２ｂ・１２ｃが灯具本体１１
に形成された被係合部１９・２０に係合されることで、支持部材１２が灯具本体１１に取
り付けられるが、かかる支持部材１２の取付構造についてはこれに限定されない。すなわ
ち、支持部材１２は、短手方向縁部が灯具本体１１の長手方向に沿って係合される構成で
あれば、支持部材１２の係合部及び灯具本体１１の被係合部の形状や個数等は、適宜変更
することができる。
【００７１】
　また、拡散カバー１４や外部カバー１５などの取付構造についても支持部材１２と同様
に、上述した実施例に限定されない。例えば、拡散カバー１４が灯具本体１１の側面１１
ａに形成される被係合部と係合されて取り付けられてもよく、また外部カバー１５がねじ
部材により螺合されて取り付けられてもよい。
【００７２】
　また、上述した実施例では、白色ＬＥＤ１３ａ及び青色ＬＥＤ１３ｂが長手方向に沿っ
て一列に連続して配列される構成について説明したが、白色ＬＥＤ１３ａ及び青色ＬＥＤ
１３ｂの個数や配置構成についてはこれに限定されず、例えば、白色ＬＥＤ１３ａ及び青
色ＬＥＤ１３ｂが長手方向に沿って複数に連続して配列されてもよい。
【００７３】
　また、上述した実施例では、隣接する白色ＬＥＤ１３ａと青色ＬＥＤ１３ｂとの境界に
、隣接する白色ＬＥＤ１３ａ及び青色ＬＥＤ１３ｂに対向する水平面であって、灯具本体
１１の側面１１ａと反射面３１ａとのなす角が略直角となるように形成された反射面３１
ａを有する反射部材３１を設けた構成について説明したが、かかる反射部材３１の形状や
配置等についてはこれに限定されない。例えば、隣接する白色ＬＥＤ１３ａと青色ＬＥＤ
１３ｂとの境界に、反射部材３１が複数設けられてもよく、また反射面３１ａが湾曲面状
やテーパ面状に形成されてもよい。
【００７４】
　また、上述した実施例では、拡散カバー１４が設けられる構成について説明したが、か
かる拡散カバー１４は必ずしも設けられる必要はない。拡散カバー１４を用いない場合に
は、内周面に光源部１３の白色ＬＥＤ１３ａ及び青色ＬＥＤ１３ｂより照射された照射光
をあらゆる方向に均一に放射することができるプリズムが形成された外部カバー１５が好
ましく用いられる。
【符号の説明】
【００７５】
　１　　　防犯灯（屋外用照明器具）
　１１　　灯具本体
　１１ａ　側面
　１１ｂ　内側面
　１１ｃ　側面
　１２　　支持部材
　１２ａ　水平部
　１２ｂ　係合部
　１３　　光源部
　１３ａ　白色ＬＥＤ
　１３ｂ　青色ＬＥＤ
　１４　　拡散カバー
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　１５　　外部カバー
　１６　　開口部
　１９、２０　　被係合部
　２１、２２、２３　　溝部

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】

【図６】
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